
て
利
れ
に
入
場
、
時
い
で
内
浦

・
外
怖
を
巡
覧
し
た

記
事
で
あ
る
が
、
そ
の
能
殺
の
名
跡
に
闘
す
る
叙
述

は
、
能
血
胃
名
跡
芯
に
倣
う
た
も
の
で
あ
る
。

ワ
ク
ラ
ノ
ヤ
h
y
シ

和

倉
の
婆
師

鹿
島
郡
和
合

の
後
の
附
山
に
あ
っ
て
、
務
附
設
と
棋
し
、
石
像
を

安
む
し
で
あ
っ
た
。
文
政
制
蹴
艇
に
『
和
品
川
村
盗
-
柿

少
彦
名
指
開
削
十
二
紳
社
、
祭
川
柳
少
彦
名
命
、
祭
日
三

且
二
十
日
・八
月
二
十
日。
』
と
あ
る
も
の
で
、
今
は

少
出
古
那
訓
耐
と

m・1
4叩。

ワ
ク
ラ
ハ
ツ
シ
ョ
ウ

湧

浦

八
勝
路
島
郡
和
合

川
岡
市
市
附
近
の
h
M
勝
を
数
へ
た
も
の
。
鑑
染
腕
館
、
島

寺
諮
問
制
、
翠
限
秋
月
、
洋
副
都
ハ
夜
間
、
海
門
町
出
湖
、
宇

浦
漁
火
、
出
柵
出
資
問
、
松
総
持
容
と
し
、
又
は
机
島

倒
石
、
鍛
染
股
畑
、
公
問
問
世
花
、
白
断
的
火
、
牢
捕

鯨
袋
、
円げ附巾郡山刷
、
浅
利
郎
止
円
、
野
風
秋
風
と
し
、

別
人
は
同
作
品
郎
帆
、
凶
山
駄
』
、
既
風
附
タ
閉
山
、
信
行

寺
晩
節
、
劉
附
栴
服
、
自
附
附
州
国
、
政
問
森
夜
雨
、

能
殺
治
判
件
当
と
す
る。

ワ
ケ

和

気

能

楽
部
総
椛
郷
に
却
す
る
部
出
問
。

ワ
ケ
ジ
ヨ
ウ
和
気
誠
能
安
部
利
気
に
在
っ
た
。

越
殺
到
三
州
志
放
域
考
に
、
山
上
村
の
碇
に
話
り
、

治
跡
は
詳
か
で
な
い
が
、
金
剛
寺
幸
松
が
そ
こ
に
底

た
と
記
し
て
ゐ
る
。

来
場
補
村
・雨
揚
浦
保
と
あ
る
も
の
は
是
で
あ
ら
う
。

湯
泌
が
涌
捕
の
閉
山
由
同
か
否
か
は
断
定
し
得
ぬ
が
、
今

の
利
品
川
が
延
従
二
年
一
柿
命
に
よ
っ
て
滴
捕
を
改
め
し

め
た
こ
と
は
健
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
酒
浦
の
文
宗
が

上
下
澗
到
し
て
、
百
姓
の
釦
却
す
る
者
が
多
か
っ
た

に
凶
る
と
い
ふ
。

き
に
小
島
あ
り
。
排
財
天
の
副
あ
り
。
風
担
額
ひ
な

L
。
安
に
一
つ
の
奇
特
あ
る
は
、
湯
附
叶
山
制
約
す
る
こ

と
あ
り
、
熱
湯
に
て
中
々
手
を
も
さ
し
が
た
き
に
、

湯
の
禁
制
設
は
村
の
後
の
山
に
あ
り
、
此
骨
相
像
を
秘

に
な
し
怒
れ
ば
、
場
忽
ち
院
の
棚
聞
と
な
り
て
あ
っ
き

こ
と
な
し
。
邸
前
仕
加
盟
ひ
、
翁
抽
出
を
直
L
山
中
れ
ば
、

父
湯
澗
き
出
て
川
市
の
ご
と
し
。
か
a
h

る
奇
刑
あ
る
こ

と
、
あ
り
が
た
き
こ
と
也
。
古
き
打
身
、
新
し
き
は

い
ふ
に
及
ば
ず
、
版
制

・
脚
気
そ
の
外
折
、
何
た
る

節
を
も
治
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
滋
揚
な
あ
り
。
閉

口
へ
は
和
合
よ
り
二
恩
あ
り
。
』
と
見
え
、
安
永
二
年

鹿
島
郡
高
閲
村

十
村
助
四
郎
の
誌
上
に
も
、

『
長
十

間

・
幅
四
間
石
築
島
、
此
内
に
揚
坪
有
。
但
栴
よ
り

七
十
削
除
、
海
上
手
舟
に
采
泊
路
仕
候
。
』
と
あ
っ

て
、
情
申
告
は
舟
に
来
ら
ね
ば
汲
裕
す
る
を
柏
市
な
か
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
然
る
に
文
化
十
三
年
金
子
有

裂
の
能
殺
櫛
犯
に
は
、『
地
泉
者
在
-一
子
揚
巾
n

架
a
r
世

紙
二
辿
=
往
来
↓
山
嗣
他
方
六
尺
除
。
』
と
紀
L
、
出
ま
で

蜘
手
に
栂
叡
を
裂
し
た
M
酬
も
添
へ
て
あ
っ
て
、
以
前

よ
り
は
俄
棋
似
利
と
な
り
、
明
治

H
四
年
約
引
東
海

の
能
腎
被
服
に
は
、
『稲
川耕一自在

zhm巾
。
町
民
戸
成

綴
一
一
議
附
山
下

-mm問
。
掲
ν

阿
波
汲
。
北
ハ
山
ν

得
起
ν

加
山
車
在
=
明
治
十
三
年
↓』
と
記
し
て
、
協
咋
が
迭
に

陸
地
に
銭
約
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
今
村
却
に
聞
大

な
る
刷
出
企
地
が
で
き
て
ゐ
る
。
こ
の
泉
町
は
協
調
食

抗
泉
で
、
無
色
透
明
に
し
て
具
筑
な
〈
、

M
強
制
附
に

し
て
沃
度
を
含
む
貼
に
於
い
て
海
内
に
比
一
知
そ
見

ぬ
。
地
度
M
M
氏
八
ご
度
。

ワ
ク
ラ
ト
ウ
ジ
ユ
メ
モ
ノ
ガ
h
F
リ

和

倉
湯
治
夢

物
語

三
加
。
佐
藤
元
知
者
。
若
者
は
滞
の
老
悶
今

枝
氏
を
お
親
と
す
る
奥
カ
で
あ
っ
た
が
、
公
限
を
得

て
越
中
開
剛
被
却
下
向
凶
村
に
組
先
佐
政
若
狭
屯
の
加

惑
を
吊
し
、
古
凶
府
・
氷
見
か
ら
石
励
山
・七
地
を
綬

ワ
ヲ
ラ
オ
ン
セ
ン
和
倉
温
泉
能
習
の
滴
捕
槌

巾
訴
は
も
と
陸
地
を
雌
る
ι
ふ
こ
と
六
十
聞
の
海
中
に
摘

出
し
て
居
た
が
、
出
山
民
の
此
の
附
に
治
し
た
時
、

夙
〈
之
を
保
殺
す
る
師
刷
、
石
垣
を
築
い
て
泉
閉
山
青
悩

み
、
湯
品
加
も
化
以
て
迎
迭
せ
し
め
、
以
て
治
療
の
用
に

供
し
た
と
の

口
碑
が
あ
る
。
間
間
利
長
の
随
物
を
髭

へ
た
時
に
も
、
文
こ
の
湯
を
運
ん
で
浴
し
た
と
い
は

れ
る。

然
る
に
前
衆
の
石
垣
は
風
波
の
録
漸
〈
磁
刷
出

し
た
か
ら
、
覚
、
一
氷
十
八
年
所
口
剛
容
行
石
田
m
党
左
衛

門
は
之
を
修
築
し
て
湯
の
ぬ
を
作
ら
し
め
、
放
路
三

年
そ
の
汲
取
代
世
間
山
口
町
庄
広
郎
に
牧
む
る
と
共

に
、
庄一
由
郎
か
ら
小
物
成
と
し
て
湯
役
を
徴

L
、
村

方
で
は
湯
宿
を
の
み
鐙
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
琵

し
語
泌
は
小
村
で
、
泉
源
保
存
の
罰
百
に
鳩
へ
な
か
っ

だ
か
ら
、
そ
の
椴
利
自
ら
庄
五
郎
に
移
っ
た
と
思
は

れ
る
。
後
延
賢
二
年
涌
浦
の
文
手
を
和
食
に
改
め

た
。
能
管
名
跡
志
に
、『
涌
捕
村
へ

m鶴
首
よ
り
一
里

あ
る
。
今
は
和
白
川
と
郡
け
り
。

日
本
一
の
熱
湯
の
湘

浪
な
り
。
拐
の
h

町
と
て
磁
よ
り
一
向
散
に
小
島
あ

り
。
湖
蹴
る
時
は
品
を
こ
す
也
。
沙
干
に
な
れ
ば
揚

坪
へ
あ
つ
く
し
て
立
問
川
原
か
た
L
。
石
市
神
ひ
島
市
開
な

ど
政
て
漸
に
叫
酬
を
汲
む
。
大
な
る
柄
へ
三
の
一
湯
を

入
れ
、
三
の
こ
は
う
め
潮
を
し
て
入
る
と
な
り
。
防

口
町
に
て
取
湯
ず
る
に
、
海
上
二
塁
と
い
へ
ど
も
さ

む
る
こ
と
な
く
、
話
分
う
め
水
し
て
用
ふ
る
也
。
湯

本
所
口
和
食
屋
と
い
ふ
者
御
印
物
誠
き
、

一
廻
り
一

人
に
湯
幻
四
十
文
あ
て
取
り
に
廻
る
也
。
湯
腕
の
わ

ワ
ケ
ダ
カ
分
高

山
川
政
の
崎
、
百
姓
が
持
一一品の

一
郎
常
二
三
男
又
は
却
に
分
県
す
る
を
い
う
た
。
一
苅

文
三
年
よ
り
は
、
残
高
五
十
石
以
上
な
る
場
合
に
の

み
先
日
を
目
前
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
但
し
能
宥
の

奥
加
は
元
来
高
が
少
傾
で
あ
る
か
ら
、
残
高
一
泊
十
石

に
淫
せ
ず
と
も
向
分
自
そ
許
さ
れ
た
。

ワ
ケ
ベ
ゲ
ン
ザ
エ
モ
ン
分
部
源
左
衛
門
元
職

十
五
年
父
牢
訴
の
副
知
ご
百
石
を
受
け
て
御
馬
廻
に

臨惜し
、
正
徳
四
年
三
月
朔
日
金
抑
域
橋
爪
御
門
に
泊

番
の
筒
、
同
防
御
厩
へ
政
火
し
、
低
心
の
鉢
な
る
を

ワ
ク
1

1

ワ
サ

以
て
禁
牢
、
三
且
廿
一
日
出
問
懸
に
て
例
首
の
刑
に
胤

せ
ら
れ
た
。

ワ
ケ
ベ
ボ
ク
ザ
イ

分
部
ト
揖
間

前

m利
治
に
仕

へ
て
百
二
十
石
を
受
け
た
。
そ
の
鱗
統
は
凶
代
制
在

術
門
に
荒
っ
て
断
絶
し
た
。

ワ

ケ

ホ

和
気

保

能

央
制
に
在
っ
た
。
股
直
二

年
造
内
製
段
銭
凱
凶
役
引
刊
に
、『
一
民
抗
百
六
十
五

文
、大
鮮
院
殿
加
賀
附
和
策
保
分
段
銭
』
と
あ
り
、
父

開幽涼叫刊
日
銭
長
級
]
一
年
入
且
四
日
の
僚
に
、
『
間
制

徳
雲
院
内
沈
滞
判
不
知
行
加
到
凶
利
口品
保
金
剛
寺
折

内
型
奥
三
入
遺
跡
、
嘉
吉
口
元
年
十
且
金
剛
院
抑
領
一
エ

。々』

と
見
え
る
。
後
附
和
気
料
が
あ
る
。

ワ
ゴ
シ
ユ
ウ
ホ
和
語
拾
補
十
五
加

o
m巾
知

顕
著
。
邦
附
の
耽
言
五
千
百
僚
を
桁
録
し
た
も
の
で

あ
る
。
若
者
の
誌
父
式
如
の
辿
和
に
以
一
づ
き
、
犯
に

相
補
し
て
詠
駄
の
仰
に
供
し
た
の
で
、
娃
事
甲
子
山

自
序
が
あ
る
。

ワ
サ
ダ
ニ

郎
古
川
。

和
佐
谷

能
決
悩
山
上
郷
に
闘
す
九

ワ
サ
ダ
-一シ
ヤ
和
佐
谷
社

能
楽
部
和
佐
行
に

鎮
座
す
る
。
白
山
記
の
九
所
小
前
分
に
、『
不
動
出
入
利

佐
谷
有
之
。
従
悦
到
股
ア
リ
。
』
と
あ
る
も
の
是
で
あ

る
。
金
畑
山
富
士
口
起
に
、『
臨
永
三
十
年
沢
且
什
五
円
利

佐
谷
村
の
祉
入
金
銅
宮
の
後
の
山
に
入
。
、
剣山ザ川町

っ
て
烏
を
取
り
、
酔
狂
し
て
大
都
世
阜
の
隠
に
て
料
川
町

し
け
れ
ば
、
大
衆
怒
て
彼
枇
人
等
の
加
殺
加
の
烏
咋

苗
に
結
付
、
利
佐
谷
へ
怠
る
。
和
佐
谷
の
者
ど
も
大

に
悩
り
、
人
勢
百
偉
人
争
認
し
、
夜
中
に
令
一
怨
{
門
山

へ

得
来
る
。
鎚
の
帥
宅
衆
徒
命
を
鎗
て
防
破
け
れ
ば
、

和
佐
谷
の
社
人
等
終
に
引
退
く
。
』
と
あ
っ
て
、
こ
の

事
件
は
白
山
富
延
磁
都
中
記
録
に
も
記
さ
れ
、
こ
与

に
和
佐
谷
村
の
枇
人
と
い
ふ
も
の
は
、
こ
の
不
動

祉
に
邸
し
た
も
の
で
あ
る
o
式
内
等
白
世
記
に
も
、

九
二
三


